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(57)【要約】
【課題】粘着テープ中のピンホールの大きさおよび個数
を抑制する。
【解決手段】
　粘着性組成物１６と気泡２０と中空無機微粒子１８と
を含有する粘着剤としての粘着層１２を備え、中空無機
微粒子１８は少なくともナトリウムと珪素とを含み、中
空無機微粒子１８に含まれるナトリウムと珪素との質量
比（Ｎａ／Ｓｉ）が０．５以下である。これにより、粘
着層中に所定の大きさ以上の気泡が存在する結果、基材
と積層されていない状態の粘着層に一方の面から光を当
てた場合に、他方の面における光の透過量が所定の閾値
を超える構造である、粘着テープ１０中のピンホールの
大きさおよび個数を抑制する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　粘着性組成物と気泡と中空無機微粒子とを含有する粘着層を備え、
　前記中空無機微粒子は少なくともナトリウムと珪素とを含み、
　前記中空無機微粒子に含まれるナトリウムと珪素との質量比（Ｎａ／Ｓｉ）が０．５以
下であることを特徴とする粘着テープ。
【請求項２】
　前記中空無機微粒子は硼珪酸ガラスを含むことを特徴とする請求項１に記載の粘着テー
プ。
【請求項３】
　前記粘着性組成物がアクリル系ポリマーを含むことを特徴とする請求項１または２に記
載の粘着テープ。
【請求項４】
　粘着性組成物と気泡と中空無機微粒子とを含有する粘着層を備え、
　前記粘着層に対し、一方の面から光を当てた場合に、他方の面まで光が透過するピンホ
ール領域が存在する場合に、
　直径が１．５ｍｍ以上のピンホール領域の個数が、テープの長手方向を長辺とする１０
０ｃｍ×１ｃｍの領域あたり０．００４個以下であることを特徴とする粘着テープ。
【請求項５】
　直径が０．８ｍｍ以上１．５ｍｍ未満のピンホール領域の個数が、テープの長手方向を
長辺とする１００ｃｍ×１ｃｍの領域あたり０．１個以下であることを特徴とする請求項
４に記載の粘着テープ。
【請求項６】
　直径が１．５ｍｍ以上のピンホール領域の個数が、テープの長手方向を長辺とする１０
０ｃｍ×１ｃｍの領域あたり０．００１個以下であることを特徴とする請求項４または５
に記載の粘着テープ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、粘着テープに関する。
【背景技術】
【０００２】
　凝集強さ、加工性、耐反発性などが必要とされる曲面や凹凸面に対して接着を行う場合
、感圧性の接着剤層（粘着層）と基材とを有する感圧性の接着（粘着）テープが用いられ
ることが多い。
【０００３】
　感圧性の粘着層と基材とを有する粘着テープの粘着層には、初期接着力や粗面への接着
性を向上させたり、粘着剤の使用量を低減させたりしてコストダウンを図るために、微細
な気泡が含有されることがある。たとえば、粘着層に気泡を分散させる方法が知られてい
る（特許文献１）。
【０００４】
　また、感圧性の粘着層と基材とを有する粘着テープの粘着層には、粘着テープの軽量化
、白色度の向上、寸法安定性の向上、およびソリの改善などを図るために、中空無機微粒
子が含有されることがある。たとえば、ガラスのミクロバブルが粘着層に分散した感圧性
粘着テープが知られている（特許文献２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平６－２３４９６１号公報
【特許文献２】特公昭５７－１７０３０号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、粘着層に微細な気泡および中空無機微粒子を含んだ従来の粘着テープで
は、粘着層に独立して存在しているはずの微細な気泡が凝集（合一）する結果、大きな気
泡が形成されてしまうことがあった。微細な気泡の凝集によって粘着層中に発生した気泡
が、例えば直径数１００μｍ以上の大きい気泡である場合、成形された粘着テープの粘着
層にピンホールが発生し、粘着性や遮光性の低下などの品質不良、および外観不良などを
招くという問題があった。ピンホールとは、粘着層中に所定の大きさ以上の気泡が存在す
る結果、基材と積層されていない状態の粘着層に一方の面から光を当てた場合に、他方の
面における光の透過量が所定の閾値を超える構造をいうものとする。ピンホールの大きさ
の閾値に関しては後述する。なお、粘着テープの粘着層で気泡が貫通孔を形成した構造も
、ピンホールに含まれるものとする。
【０００７】
　本発明はこうした課題に鑑みてなされたものであり、その目的は、粘着テープ中の、ピ
ンホールの大きさおよび個数を抑制する技術を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明のある態様は、粘着テープである。当該粘着テープは、粘着性組成物と気泡と中
空無機微粒子とを含有する粘着層を備え、中空無機微粒子は少なくともナトリウムと珪素
とを含み、中空無機微粒子に含まれるナトリウムと珪素との質量比（Ｎａ／Ｓｉ）が０．
５以下である。これにより、ピンホールの大きさおよび個数を効果的に抑制することがで
きる。
【０００９】
　また、中空無機微粒子は、硼珪酸ガラスを含んでいてもよい。これにより、ピンホール
の大きさおよび個数をさらに効果的に抑制することができる。
【００１０】
　また、粘着性組成物は、アクリル系ポリマーを含んでいてもよい。これにより、低温で
の初期接着性に優れた粘着テープとすることができる。
【００１１】
　また、本発明の別の態様の粘着テープは、粘着性組成物と気泡と中空無機微粒子とを含
有する粘着層を備え、粘着層に対し、一方の面から光を当てた場合に、他方の面まで光が
透過するピンホール領域が存在する場合に、直径が１．５ｍｍ以上のピンホール領域の個
数が、テープの長手方向を長辺とする１００ｃｍ×１ｃｍの領域あたり０．００４個以下
である。これにより、外観特性に優れた粘着テープとすることができる。
【００１２】
　また、直径が０．８ｍｍ以上１．５ｍｍ未満のピンホール領域の個数は、テープの長手
方向を長辺とする１００ｃｍ×１ｃｍの領域あたり０．１個以下であってもよい。これに
より、さらに外観特性に優れた粘着テープとすることができる。
【００１３】
　また、直径が１．５ｍｍ以上のピンホール領域の個数が、テープの長手方向を長辺とす
る１００ｃｍ×１ｃｍの領域あたり０．００１個以下であってもよい。これにより、さら
に外観特性に優れた粘着テープとすることができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、粘着テープ中の、ピンホールの大きさおよび個数を抑制することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本実施の形態に係る粘着テープの部分断面図である。
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【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、図面や表を参照しながら、本発明を実施するための形態について詳細に説明する
。
【００１７】
［粘着テープ］
　本実施の形態に係る粘着テープ（感圧性接着部材）は、粘着剤や基材の主たる組成物に
、柔軟で耐久性に優れた材料が用いられることで、温度変化に伴う被着体の歪みや変形に
追従し、強い接着力と高耐久性、高耐熱性を発揮することができる。なお、本実施の形態
に係る粘着テープは、その形状が特に限定されるものではなく、テープのように細長い形
状以外にも、シート形状であってもよい。以下では、片面のみが感圧接着面となっている
テープ状の粘着テープについて説明する。
【００１８】
　図１は、本実施の形態に係る粘着テープ１０の一部断面図である。図１に示すように、
粘着テープ１０は、粘着剤としての粘着層１２と、粘着層１２を支持する支持層としての
基材１４とを備える。粘着層１２は、粘着性組成物１６と、粘着性組成物１６に含有され
ている中空無機微粒子１８と、粘着性組成物１６の内部に形成されている気泡２０とを有
する。粘着性組成物１６には、ベースポリマーのほか、顔料、界面活性剤、重合開始剤、
および架橋剤などの他の添加物が含まれる。
【００１９】
　なお、本実施の形態に係る粘着テープ１０は、図１に示すような片面のみが感圧接着面
（粘着面）となっている形態だけでなく、両面が感圧接着面となっている形態であっても
よい。その際、感圧接着面を構成する粘着層は、両面とも同じ種類であってもよいし異な
る種類であってもよい。このような粘着テープ１０は、一枚のセパレータ（はく離ライナ
ー）のみにより感圧接着面が保護されたシングルセパレータタイプであってもよく、二枚
のセパレータにより両面の感圧接着面が保護された構成を有するダブルセパレータタイプ
であってもよい。
【００２０】
　また、粘着テープ１０は、基材１４がない粘着層１２のみの構造であってもよい。この
場合は、接着面を表裏二枚のセパレータにより保護するとよい。
【００２１】
　また、基材１４は、粘着層１２に含まれる粘着性組成物１６と同様の組成物からなって
いてもよく、中空無機微粒子１８や気泡２０が適宜含まれていてもよい。また、粘着テー
プ１０は、ロール状に巻回された形態で形成されていてもよい。なお、粘着テープ１０を
ロール状に巻回された形態にする場合、例えば、粘着層１２を、セパレータや基材１４の
背面側に形成されたはく離処理層により保護した状態でロール状に巻回することにより作
製ができる。
【００２２】
　なお、粘着テープ１０は、本発明の効果を損なわない範囲で、他の層（例えば、中間層
、下塗り層など）を有していてもよい。
【００２３】
　［粘着層］
　（ベースポリマー）
　粘着層１２に含まれる粘着性組成物１６は、ベースポリマーを含んでいる。ベースポリ
マーは、単独で又は２種以上組み合わせて使用することができる。ベースポリマーとして
は、低温での初期接着性に優れるため、公知のアクリル系感圧性粘着剤におけるベースポ
リマーを好適に用いることができる。アクリル系感圧性粘着剤では、通常、ベースポリマ
ーとして、アクリル系ポリマー［特に、（メタ）アクリル酸エステルを単量体主成分とす
るアクリル系ポリマー］を含有している。アクリル系ポリマーにおいて、（メタ）アクリ
ル酸エステルは、１種のみが用いられていてもよく、２種以上が組み合わせられて用いら
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れていてもよい。このような（メタ）アクリル酸エステルとしては、（メタ）アクリル酸
アルキルエステルを好適に用いることができる。アクリル系ポリマーにおける（メタ）ア
クリル酸アルキルエステルとしては、例えば、（メタ）アクリル酸メチル、（メタ）アク
リル酸エチル、（メタ）アクリル酸プロピル、（メタ）アクリル酸イソプロピル、（メタ
）アクリル酸ブチル、（メタ）アクリル酸イソブチル、（メタ）アクリル酸ｓ－ブチル、
（メタ）アクリル酸ｔ－ブチル、（メタ）アクリル酸ペンチル、（メタ）アクリル酸イソ
ペンチル、（メタ）アクリル酸ヘキシル、（メタ）アクリル酸ヘプチル、（メタ）アクリ
ル酸オクチル、（メタ）アクリル酸２－エチルヘキシル、（メタ）アクリル酸イソオクチ
ル、（メタ）アクリル酸ノニル、（メタ）アクリル酸イソノニル、（メタ）アクリル酸デ
シル、（メタ）アクリル酸イソデシル、（メタ）アクリル酸ウンデシル、（メタ）アクリ
ル酸ドデシル、（メタ）アクリル酸トリデシル、（メタ）アクリル酸テトラデシル、（メ
タ）アクリル酸ペンタデシル、（メタ）アクリル酸ヘキサデシル、（メタ）アクリル酸ヘ
プタデシル、（メタ）アクリル酸オクタデシル、（メタ）アクリル酸ノナデシル、（メタ
）アクリル酸エイコシルなどの（メタ）アクリル酸Ｃ1-20アルキルエステル［好ましくは
（メタ）アクリル酸Ｃ2-14アルキルエステル、さらに好ましくは（メタ）アクリル酸Ｃ2-

10アルキルエステル］などが挙げられる。
【００２４】
　また、（メタ）アクリル酸アルキルエステル以外の（メタ）アクリル酸エステルとして
は、例えば、シクロペンチル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレー
ト、イソボルニル（メタ）アクリレート等の脂環式炭化水素基を有する（メタ）アクリル
酸エステルや、フェニル（メタ）アクリレート等の芳香族炭化水素基を有する（メタ）ア
クリル酸エステルなどが挙げられる。
【００２５】
　なお、（メタ）アクリル酸エステルは、アクリル系ポリマーの単量体主成分として用い
られているので、（メタ）アクリル酸エステル［特に、（メタ）アクリル酸アルキルエス
テル］の割合は、例えば、アクリル系ポリマーを調製するためのモノマー成分全量に対し
て６０重量％以上（好ましくは８０重量％以上）であることが好ましい。これにより、粘
着剤として用いるために別途粘着処理を施す必要がなくなるため、比較的簡便な方法で粘
着剤を製造することが可能となり、生産効率が向上する。
【００２６】
　アクリル系ポリマーでは、モノマー成分として、極性基含有単量体や多官能性単量体な
どの各種の共重合性単量体が用いられていてもよい。モノマー成分として、共重合性単量
体を用いることにより、例えば、被着体への接着力を向上させたり、粘着剤（感圧性接着
剤）の凝集力を高めたりすることができる。共重合性単量体は単独で又は２種以上組み合
わせて使用することができる。
【００２７】
　前述の極性基含有単量体としては、例えば、（メタ）アクリル酸、イタコン酸、マレイ
ン酸、フマル酸、クロトン酸、イソクロトン酸などのカルボキシル基含有単量体又はその
無水物（無水マレイン酸など）；（メタ）アクリル酸ヒドロキシエチル、（メタ）アクリ
ル酸ヒドロキシプロピル、（メタ）アクリル酸ヒドロキシブチル等の（メタ）アクリル酸
ヒドロキシアルキルなどの水酸基含有単量体；アクリルアミド、メタアクリルアミド、Ｎ
，Ｎ－ジメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メチロール（メタ）アクリルアミド、Ｎ－
メトキシメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ブトキシメチル（メタ）アクリルアミドな
どのアミド基含有単量体；（メタ）アクリル酸アミノエチル、（メタ）アクリル酸ジメチ
ルアミノエチル、（メタ）アクリル酸ｔ－ブチルアミノエチルなどのアミノ基含有単量体
；（メタ）アクリル酸グリシジル、（メタ）アクリル酸メチルグリシジルなどのグリシジ
ル基含有単量体；アクリロニトリルやメタクリロニトリルなどのシアノ基含有単量体；Ｎ
－ビニル－２－ピロリドン、（メタ）アクリロイルモルホリンの他、Ｎ－ビニルピリジン
、Ｎ－ビニルピペリドン、Ｎ－ビニルピリミジン、Ｎ－ビニルピペラジン、Ｎ－ビニルピ
ラジン、Ｎ－ビニルピロール、Ｎ－ビニルイミダゾール、Ｎ－ビニルオキサゾール等の複
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素環含有ビニル系単量体などが挙げられる。極性基含有単量体としては、アクリル酸等の
カルボキシル基含有単量体又はその無水物が好適である。
【００２８】
　極性基含有単量体の使用量としては、アクリル系ポリマーを調製するためのモノマー成
分全量に対して３０重量％以下（例えば、１～３０重量％）であり、好ましくは３～２０
重量％である。極性基含有単量体の使用量が、アクリル系ポリマーを調製するためのモノ
マー成分全量に対して３０重量％を超えると、例えば、アクリル系感圧性粘着剤の凝集力
が高くなりすぎ、感圧接着性が低下するおそれがある。なお、極性基含有単量体の使用量
が少なすぎると（例えば、アクリル系ポリマーを調製するためのモノマー成分全量に対し
て１重量％未満であると）、例えば、アクリル系感圧性粘着剤の凝集力が低下し、高いせ
ん断力が得られなくなる。アクリル系感圧性粘着剤の凝集力を調整するために、多官能性
単量体を用いることも可能である。
【００２９】
　前述の多官能性単量体としては、例えば、ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、
（ポリ）エチレングリコールジ（メタ）アクリレート、（ポリ）プロピレングリコールジ
（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリレート、ペンタエリス
リトールジ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、ジ
ペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパントリ（メタ
）アクリレート、テトラメチロールメタントリ（メタ）アクリレート、アリル（メタ）ア
クリレート、ビニル（メタ）アクリレート、ジビニルベンゼン、エポキシアクリレート、
ポリエステルアクリレート、ウレタンアクリレート、ブチルジ（メタ）アクリレート、ヘ
キシルジ（メタ）アクリレートなどが挙げられる。
【００３０】
　多官能性単量体の使用量としては、アクリル系ポリマーを調製するためのモノマー成分
全量に対して２重量％以下（例えば、０．０１～２重量％）であり、好ましくは０．０２
～１重量％である。多官能性単量体の使用量が、アクリル系ポリマーを調製するためのモ
ノマー成分全量に対して２重量％を超えると、例えば、アクリル系感圧性粘着剤の凝集力
が高くなりすぎ、感圧接着性が低下するおそれがある。なお、多官能性単量体の使用量が
少なすぎると（例えば、アクリル系ポリマーを調製するためのモノマー成分全量に対して
０．０１重量％未満であると）、例えば、アクリル系感圧性粘着剤の凝集力が低下するお
それがある。
【００３１】
　また、極性基含有単量体や多官能性単量体以外の共重合性単量体としては、例えば、酢
酸ビニル、プロピオン酸ビニルなどのビニルエステル類；スチレン、ビニルトルエンなど
の芳香族ビニル化合物；エチレン、ブタジエン、イソプレン、イソブチレンなどのオレフ
ィン又はジエン類；ビニルアルキルエーテルなどのビニルエーテル類；塩化ビニル；（メ
タ）アクリル酸メトキシエチル、（メタ）アクリル酸エトキシエチルなどの（メタ）アク
リル酸アルコキシアルキル系モノマー；ビニルスルホン酸ナトリウムなどのスルホン酸基
含有単量体；２－ヒドロキシエチルアクリロイルホスフェートなどのリン酸基含有モノマ
ー；シクロヘキシルマレイミド、イソプロピルマレイミドなどのイミド基含有単量体；２
－メタクリロイルオキシエチルイソシアネートなどのイソシアネート基含有単量体；フッ
素原子含有（メタ）アクリレート；ケイ素原子含有（メタ）アクリレートなどが挙げられ
る。
【００３２】
　（重合開始剤）
　上述のアクリル系ポリマーは、公知又は慣用の重合方法により調整することができる。
重合方法としては、例えば、溶液重合法、乳化重合法、塊状重合法、光重合法などが挙げ
られる。本実施の形態に係る粘着層１２の製造では、作業性や安定した気泡構造を得る観
点から、ベースポリマーとしてのアクリル系ポリマーの調製に際して、熱重合開始剤や光
重合開始剤（光開始剤）などの重合開始剤を用いた熱や活性エネルギー線による硬化反応
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を利用することが好ましい。すなわち、本実施の形態に係る粘着性組成物１６には、熱重
合開始剤や光重合開始剤などの重合開始剤が含まれている。
【００３３】
　このように、粘着性組成物１６に重合開始剤（熱重合開始剤や光重合開始剤など）が含
まれていると、粘着性組成物１６は熱や活性エネルギー線により硬化が可能となる。その
ため、中空無機微粒子１８が混合された状態で粘着性組成物１６が硬化されるため、中空
無機微粒子１８が安定して含有された粘着層１２を容易に形成することができる。
【００３４】
　このような重合開始剤としては、重合時間を短くすることができる利点などから、光重
合開始剤を好適に用いることができる。すなわち、活性エネルギー線を用いた重合を利用
して、中空無機微粒子１８や気泡２０を安定して内包する粘着層１２を形成することが好
ましい。なお、重合開始剤は単独で又は２種以上組み合わせて使用することができる。
【００３５】
　このような光重合開始剤としては、特に限定されるものではないが、例えば、ベンゾイ
ンエーテル系光重合開始剤、アセトフェノン系光重合開始剤、α－ケトール系光重合開始
剤、芳香族スルホニルクロリド系光重合開始剤、光活性オキシム系光重合開始剤、ベンゾ
イン系光重合開始剤、ベンジル系光重合開始剤、ベンゾフェノン系光重合開始剤、ケター
ル系光重合開始剤、チオキサントン系光重合開始剤などを用いることができる。
【００３６】
　具体的には、ベンゾインエーテル系光重合開始剤としては、例えば、ベンゾインメチル
エーテル、ベンゾインエチルエーテル、ベンゾインプロピルエーテル、ベンゾインイソプ
ロピルエーテル、ベンゾインイソブチルエーテル、２，２－ジメトキシ－１，２－ジフェ
ニルエタン－１－オン、アニソールメチルエーテルなどが挙げられる。アセトフェノン系
光重合開始剤としては、例えば、２，２－ジエトキシアセトフェノン、２，２－ジメトキ
シ－２－フェニルアセトフェノン、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン、４－
フェノキシジクロロアセトフェノン、４－ｔ－ブチル－ジクロロアセトフェノンなどが挙
げられる。α－ケトール系光重合開始剤としては、例えば、２－メチル－２－ヒドロキシ
プロピオフェノン、１－［４－（２－ヒドロキシエチル）－フェニル］－２－ヒドロキシ
－２－メチルプロパン－１－オンなどが挙げられる。芳香族スルホニルクロリド系光重合
開始剤としては、例えば、２－ナフタレンスルホニルクロライドなどが挙げられる。光活
性オキシム系光重合開始剤としては、例えば、１－フェニル－１，１－プロパンジオン－
２－（ｏ－エトキシカルボニル）－オキシムなどが挙げられる。
【００３７】
　また、ベンゾイン系光重合開始剤には、例えば、ベンゾインなどが含まれる。ベンジル
系光重合開始剤には、例えば、ベンジルなどが含まれる。ベンゾフェノン系光重合開始剤
には、例えば、ベンゾフェノン、ベンゾイル安息香酸、３，３’－ジメチル－４－メトキ
シベンゾフェノン、ポリビニルベンゾフェノン、α－ヒドロキシシクロヘキシルフェニル
ケトンなどが含まれる。ケタール系光重合開始剤には、例えば、ベンジルジメチルケター
ルなどが含まれる。チオキサントン系光重合開始剤には、例えば、チオキサントン、２－
クロロチオキサントン、２－メチルチオキサントン、２，４－ジメチルチオキサントン、
イソプロピルチオキサントン、２，４－ジクロロチオキサントン、２，４－ジエチルチオ
キサントン、２，４－ジイソプロピルチオキサントン、ドデシルチオキサントンなどが含
まれる。
【００３８】
　光重合開始剤の使用量としては、光重合によってアクリル系ポリマーを形成することが
できる限り特に限定されないが、例えば、粘着性組成物１６中のベースポリマーを形成す
るための全モノマー成分［特に、（メタ）アクリル酸エステルを単量体主成分とするアク
リル系ポリマーを形成するための全モノマー成分］１００重量部に対して０．０１～５重
量部（好ましくは０．０３～３重量部）の範囲から選択することができる。
【００３９】
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　光重合開始剤の活性化に際しては、活性エネルギー線を粘着性組成物１６に照射するこ
とが重要である。このような活性エネルギー線としては、例えば、α線、β線、γ線、中
性子線、電子線などの電離性放射線や、紫外線などが挙げられ、特に、紫外線が好適であ
る。また、活性エネルギー線の照射エネルギーや、その照射時間などは、特に限定される
ものではなく、光重合開始剤を活性化させて、モノマー成分の反応を生じさせることがで
きればよい。このように、活性エネルギー線の作用により重合されることで、迅速で均一
な重合が可能となり、生産効率が向上する。
【００４０】
　なお、熱重合開始剤としては、例えば、アゾ系重合開始剤［例えば、２，２’－アゾビ
スイソブチロニトリル、２，２’－アゾビス－２－メチルブチロニトリル、２，２’－ア
ゾビス（２－メチルプロピオン酸）ジメチル、４，４’－アゾビス－４－シアノバレリア
ン酸、アゾビスイソバレロニトリル、２，２’－アゾビス（２－アミジノプロパン）ジヒ
ドロクロライド、２，２’－アゾビス［２－（５－メチル－２－イミダゾリン－２－イル
）プロパン］ジヒドロクロライド、２，２’－アゾビス（２－メチルプロピオンアミジン
）二硫酸塩、２，２’－アゾビス（Ｎ，Ｎ’－ジメチレンイソブチルアミジン）ジヒドロ
クロライドなど］、過酸化物系重合開始剤（例えば、ジベンゾイルペルオキシド、ｔｅｒ
ｔ－ブチルペルマレエートなど）、レドックス系重合開始剤などが挙げられる。熱重合開
始剤の使用量としては、特に限定されるものではなく、従来、熱重合開始剤として利用可
能な範囲であればよい。
【００４１】
　上述のように、熱重合開始剤を用いることにより、粘着層１２が各種重合によって中空
無機微粒子１８を分散した状態で安定して硬化されるため、粘着層１２の凝集力や耐熱性
が向上する。
【００４２】
　（中空無機微粒子）
　粘着性組成物１６の構成成分の一つとして、中空無機微粒子１８を用いることにより、
粘着層１２のせん断接着力を高めることができ、加工性を向上させることもできる。
【００４３】
　粘着性組成物１６に中空無機微粒子１８を含有させる方法としては、特に限定されるも
のではないが、例えば、粘着層１２を構成する粘着性組成物１６を形成後に、粘着性組成
物１６に中空無機微粒子１８を配合・混合する方法が挙げられる。また、他の方法として
は、アクリル系ポリマーを形成する、アクリル系モノマー混合物又はそれらの一部が重合
した部分重合物に、中空無機微粒子１８を配合・混合する方法などが挙げられる。これら
の方法のうち、作業性の観点から、アクリル系ポリマーを形成する、アクリル系モノマー
混合物又はそれらの一部が重合した部分重合物に、中空無機微粒子１８を配合・混合する
方法が好ましい。
【００４４】
　本実施の形態に係る粘着層１２に含まれる中空無機微粒子１８としては、例えば、炭化
ケイ素、炭化ホウ素、炭化窒素などの炭化物粒子；窒化アルミニウム、窒化ケイ素、窒化
ホウ素などの窒化物粒子；アルミナ、ジルコニウムなどの酸化物に代表されるセラミック
粒子；炭化カルシウム、水酸化アルミニウム、ガラス、シリカ、疎水性シリカなどの無機
微粒子などを挙げることができる。本発明に用いる中空無機微粒子１８は、中空の無機系
微小球状体であることが好ましい。中空の無機系微小球状体としては、たとえば、中空ガ
ラスバルーン（ガラスビーズ）、中空アルミナバルーン等の金属化合物性の中空バルーン
、および中空セラミックバルーン等の磁器製中空バルーンなどが挙げられる。中空無機微
粒子１８としては、中空ガラスバルーン（ガラスビーズ）が好適である。
【００４５】
　中空無機微粒子１８には、少なくともナトリウムと珪素とが含まれる。中空ガラスバル
ーンを中空無機微粒子１８として用いる場合、中空ガラスバルーンを構成する成分として
、例えば、ボロシリケート系ガラス、ホウケイ酸系ガラス、シリカバルーンのようなケイ
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酸ガラスなどの人工ガラスを使用することができる。また、中空ガラスバルーンを構成す
る成分として、天然珪素であるシラスバルーンを使用することもできる。シラスバルーン
の原料は、軽石凝灰礫岩からなる降下軽石などの火山噴火物であり、通常、組成物中には
、ＳｉＯ２ 、Ａｌ２Ｏ３（アルミナシリケート）の他、ＦｅＯ、Ｆｅ２Ｏ３、ＣａＯ、
Ｎａ２Ｏ、Ｋ２Ｏなどの化合物が含まれる。中空ガラスバルーンを構成する成分としては
、気泡２０の凝集を効果的に抑制できるため、好適には硼珪酸ガラスを使用することがで
きる。
【００４６】
　中空無機微粒子１８に含まれるナトリウムと珪素の質量比（Ｎａ／Ｓｉ比）は、０．１
以上０．５以下であり、より好適には０．１以上０．３以下であり、さらに好適には０．
１以上０．２以下である。硼珪酸ガラスを主成分とする中空ガラスバルーンを用い、Ｎａ
／Ｓｉ比を０．５以下とした場合、硼珪酸ナトリウムガラスを主原料とする中空ガラスバ
ルーンを中空無機微粒子１８として用いた粘着テープに比べて、大きいピンホール（大ピ
ンホール：基準は後述する。）の形成が大幅に抑制される。また、Ｎａ／Ｓｉ比を０．３
以下とすることによって、大ピンホールの形成がさらに大幅に抑制される。また、Ｎａ／
Ｓｉ比を０．２以下とすることにより、小ピンホール（基準は後述する。）以上の大きさ
のピンホールがほとんど存在しない、非常に優れた外観特性を有する粘着テープ１０を形
成することができる。
【００４７】
　このように、中空無機微粒子１８の主原料は、硼珪酸ガラスであることが特に好ましい
。主原料をナトリウム原子の含有率が低い硼珪酸ガラスとすることにより、中空無機微粒
子１８のＮａ／Ｓｉ比を低い値とすることが可能となり、これによって気泡２０の凝集を
抑制できる。その結果、中程度の大きさのピンホール（中ピンホール）や小さいピンホー
ル（小ピンホール）を含むピンホールの総数を大幅に減らすことが可能となるとともに、
特に大ピンホールや中ピンホールの形成を抑制することができる。
【００４８】
　なお、詳しくは後述するが、大ピンホール、中ピンホール、および小ピンホールとは、
光の透過量に基づいてピンホールを３段階に分類した場合に、それぞれ最も光の透過が大
きいピンホール、光の透過が中程度のピンホール、光の透過が最も少ないピンホールをい
う。
【００４９】
　また、中空無機微粒子１８の表面は、同様にピンホールの形成を抑制できるのであれば
、各種の表面処理（例えば、シリコーン系化合物やフッ素系化合物等による低表面張力化
処理など）が施されていてもよい。
【００５０】
　従来のように、たとえば硼珪酸ナトリウムガラスを主原料とする中空ガラスバルーンを
粘着層中に中空無機微粒子１８として用いた場合、気泡２０の凝集を抑制することができ
ず、非常に多くのピンホールが発生していた。また、その場合、発生するピンホールの数
が多いことに加えて、大ピンホールや中ピンホールが多く形成されていた。一方、粘着層
１２中に気泡２０の凝集を抑制する性質を有する中空無機微粒子１８（たとえば硼珪酸ガ
ラスを主原料とするもの）を用いることにより、ピンホールの形成を抑制することが可能
となる。これにより、発生するピンホールの数を大幅に減少させることができる。また、
気泡２０の凝集が抑制されることにより、大ピンホールや中ピンホールの形成を抑制し、
ピンホールの大きさを均一化することができる。また、ピンホールの形成が抑制されるこ
とにより、ピンホールの分布を均一化することもできる。これにより、製造されたシート
状の粘着テープを切って商品に加工をした場合、どの部分を用いても、均一な粘着テープ
とすることが可能となる。
【００５１】
　中空無機微粒子１８の平均粒径（長さ平均径）は、特に限定されるものではないが、粘
着層１２に求められる所望の物性に応じて選択すればよい。中空無機微粒子１８の平均粒
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径は、例えば１～５００μｍであり、好ましくは５～２００μｍであり、さらに好ましく
は１０～１００μｍである。これにより、粘着層１２のせん断強度や保持力などの特性を
損なうことなく、粘着層１２の単位重量あたりの中空無機微粒子１８の表面積を大きくす
ることができる。中空無機微粒子１８の粒径の分布は、均質であってもよく、様々な粒径
のものが混在していてもよい。
【００５２】
　中空無機微粒子１８は、その比重は特に限定されるものではないが、粘着層１２に求め
られる所望の物性に応じて選択すればよい。例えば、中空無機微粒子１８の比重は、０．
１～０．８ｇ／ｃｍ３の範囲であればよく、好ましくは、０．１５～０．５ｇ／ｃｍ３の
範囲であるとよい。これにより、粘着層１２のせん断強度や保持力などの特性を損なうこ
となく、粘着層１２の単位重量あたりの中空無機微粒子１８の表面積を大きくすることが
できる。
【００５３】
　中空無機微粒子１８の比重が０．１ｇ／ｃｍ３より大きい場合、より好ましくは、０．
１５ｃｍ３より大きい場合、アクリル系モノマー混合物又はそれらの一部が重合した部分
重合物に中空無機微粒子１８を配合して混合する際に、中空無機微粒子１８の浮き上がり
を抑えることができる。そのため、粘着層１２において中空無機微粒子１８が均一に分散
される。また、中空無機微粒子１８の比重が上述の範囲以上であることで、ガラス強度が
ある程度確保され、中空無機微粒子１８自体の割れが抑制される。
【００５４】
　一方、中空無機微粒子１８の比重が０．８ｇ／ｃｍ３より小さい場合、より好ましくは
、０．５ｇ／ｃｍ３より小さい場合、紫外線の透過率がある程度以上確保されるため、紫
外線反応の効率の低下が抑制される。また、より安価な材料を用いることが可能なため、
製造コストを抑えることができる。また、中空無機微粒子１８が分散されている粘着層１
２の重量の増加を抑えることができるため、製造時や使用時の作業性が向上し、粘着層１
２が使用される機器の軽量化にも寄与する。
【００５５】
　中空無機微粒子１８の使用量は、特に限定されないが、例えば、粘着層１２の全体積に
対して５～５０容積％、好ましくは１０～５０容積％、さらに好ましくは１５～４０容積
％である。中空無機微粒子１８の使用量が、粘着層１２の全体積に対して５容積％未満で
あると、中空無機微粒子１８を添加した効果が低くなる傾向がある。一方、中空無機微粒
子１８の使用量が、粘着層１２の全体積に対して５０容積％より多いと、粘着層１２によ
る接着力が低下する場合がある。
【００５６】
　中空無機微粒子１８の使用量としては、粘着性組成物１６のベースポリマーであるアク
リル系ポリマーを形成する全モノマー成分１００重量部に対して、１重量部以上、好まし
くは、５重量部以上であるとよい。粘着性組成物１６に対して中空無機微粒子１８を前述
の範囲以上の割合で分散させることで、含有されている中空無機微粒子１８の表面積の総
和を増大させることができるとともに、気泡２０を微分散しやすくなる。
【００５７】
　一方、中空無機微粒子１８の使用量としては、アクリル系ポリマーを形成する全モノマ
ー成分１００重量部に対して、１５重量部以下、好ましくは、１３重量部以下、より好ま
しくは、１０重量部以下であるとよい。粘着性組成物１６に対して中空無機微粒子１８を
前述の範囲以下の割合で分散させることで、粘着層１２を粘着テープ１０に用いた際に、
粘着層１２と被着体との間に生じる凹凸が減少し、接着面積の減少による接着力の低下が
抑制される。
【００５８】
　中空無機微粒子１８として用いられる中空ガラスバルーンとしては、商品名「Ｓｐｈｅ
ｒｉｃｅｌ　１１０Ｐ８」（ポッターズ・バロティーニ株式会社製、平均粒子径１２μｍ
、嵩比重０．４９）、「Ｓｐｈｅｒｉｃｅｌ　６０Ｐ１８」（ポッターズ・バロティーニ
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株式会社製、平均粒子径１８μｍ、嵩比重０．３２）、「Ｓｐｈｅｒｉｃｅｌ　３４Ｐ３
０」、（ポッターズ・バロティーニ株式会社製、平均粒子径３５μｍ、嵩比重０．２２）
「Ｓｐｈｅｒｉｃｅｌ　２５Ｐ４５」（ポッターズ・バロティーニ株式会社製、平均粒子
径４５μｍ、嵩比重０．１４）などが挙げられる。
【００５９】
　なお、中空無機微粒子１８は２種以上を組み合わせて使用してもよい。
【００６０】
　（気泡）
　粘着層１２の構成成分の一つとして、気泡２０を用いることにより、例えば、初期粘着
力や粗面への接着性を向上させたり、粘着層１２に弾性を持たせたりすることができる。
また、粘着性組成物１６の使用量を低減させ、コストダウンを図ることもできる。
【００６１】
　粘着テープ１０を形成するための粘着性組成物１６に混合可能な気泡２０の量は、気泡
２０の凝集が起こったり、粘着層１２の接着特性等を損なったりしない範囲であれば、適
宜選択可能である。気泡２０の量は、粘着性組成物１６の全体積に対して通常５～５０体
積％（好ましくは１０～４０容積％、更に好ましくは１２～３０容積％）である。粘着層
１２は、気泡２０の混合量が５容積％以上の場合、前述の特性をより確実に発揮させるこ
とができる。また、含有される気泡２０の量を粘着層１２の全体積に対して５０容積％以
下とすることで、粘着層１２を表裏に貫通する気泡２０の存在が低減され、接着特性や外
観特性の悪化が抑制される。
【００６２】
　また、粘着性組成物１６中に混合される気泡２０は、１つ１つが独立した気泡であるこ
とが望ましいが、大きすぎる気泡とならない限り、独立した気泡と複数が連続した気泡と
が混在していてもよい。
【００６３】
　また、粘着性組成物１６中に混合される気泡２０は、通常、略球形状であるが、略球形
状以外の形状であってもよい。平均気泡径（気泡２０の直径）は、特に限定されないが、
所定の大きさ以上のピンホールを形成し過ぎないこと、および、大ピンホールを形成しな
いことが必要である。気泡２０の直径の平均は、例えば、１～１０００μｍであり、好ま
しくは１０～５００μｍであり、さらに好ましくは３０～３００μｍである。粘着層１２
の厚さを厚くすれば、それに応じて気泡２０の直径が大きくなってもよい。ピンホールの
大きさについては後述する。
【００６４】
　なお、気泡２０中に含まれる気体成分（気泡２０を形成するガス成分；「気泡形成ガス
」と称する場合がある）としては、特に限定されるものではないが、窒素、二酸化炭素、
アルゴンなどの不活性ガスの他、空気などの各種気体成分が用いられる。気泡形成ガスと
しては、気泡形成ガスを粘着性組成物１６と混合した後に、重合反応等の反応を行う場合
は、その反応を阻害しないものが好ましい。気泡形成ガスとしては、反応を阻害しないこ
とや、コスト的な観点などから、窒素が好適である。
【００６５】
　気泡２０の凝集を防ぎ、気泡２０を分散させて粘着性組成物１６中に存在させるために
、反応前の最後の成分として粘着性組成物１６中に気泡２０を配合し、混合させることが
好ましい。
【００６６】
　（界面活性剤）
　粘着層１２や粘着層１２を構成する粘着性組成物１６は、それらを含む粘着テープ１０
の用途に応じて適宜種々の添加剤が含まれていてもよい。例えば、中空無機微粒子１８と
ベースポリマーとの間の密着性や摩擦抵抗の低減、気泡２０の混合性や安定性の観点から
、本実施の形態に係る粘着層１２や粘着性組成物１６には、界面活性剤が適宜添加される
。
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【００６７】
　このような界面活性剤としては、例えば、イオン性界面活性剤、炭化水素系界面活性剤
、シリコーン系界面活性剤、フッ素系界面活性剤などが挙げられる。中でも、フッ素系界
面活性剤が好ましく、特に分子中にオキシＣ２－３アルキレン基およびフッ素化炭化水素
基を有するフッ素系界面活性剤が好ましい。また、フッ素系界面活性剤は、１種のみ使用
してもよいし、２種以上を組み合わせて使用してもよい。このようなフッ素系界面活性剤
としては、例えば、商品名「サーフロンＳ－３９３」（ＡＧＣセイケミカル株式会社製）
が好適である。
【００６８】
　フッ素系界面活性剤の使用量（固形分）としては、特に限定されるものではないが、例
えば、粘着性組成物１６中のベースポリマーを形成するための全モノマー成分［特に、（
メタ）アクリル酸エステルを単量体主成分とするアクリル系ポリマーを形成するための全
モノマー成分］１００重量部に対して０．０１～２重量部（好ましくは０．０３～１．５
重量部、さらに好ましくは０．０５～１重量部）の範囲から選択することができる。フッ
素系界面活性剤の使用量が気泡２０を含有する粘着性組成物１６中のベースポリマー１０
０重量部に対して０．０１重量部未満であると、気泡２０の混合性が低下して十分な量の
気泡２０を粘着性組成物１６に混合することが困難になる傾向がある。一方、フッ素系界
面活性剤の使用量が気泡２０を含有するベースポリマー１００重量部に対して２重量部を
超えると、粘着層１２の接着特性が低下する傾向がある。
【００６９】
　本実施の形態では、粘着層１２に気泡２０を安定的に混合して存在させるために、気泡
２０は、粘着性組成物１６に配合する最後の成分として配合して混合させることが好まし
い。特に、気泡２０を混合する前の粘着性組成物１６の粘度としては、混合された気泡２
０を安定的に保持することが可能な粘度であれば特に限定されるものではないが、例えば
、粘度計としてＢＨ粘度計を用いて、ローター：Ｎｏ．５ローター、回転数：１０ｒｐｍ
、測定温度：３０℃の条件で測定された粘度としては、５～５０Ｐａ・ｓ（好ましくは１
０～４０Ｐａ・ｓ）であることが望ましい。気泡２０が混合される粘着性組成物１６の粘
度（ＢＨ粘度計、Ｎｏ．５ローター、１０ｒｐｍ、３０℃）が、５Ｐａ・ｓ未満であると
、粘度が低すぎて、混合した気泡２０がすぐに凝集して系外に抜けてしまう場合があり、
一方、５０Ｐａ・ｓを超えていると、気泡２０を含有する粘着層１２の形成が困難となる
。
【００７０】
　なお、気泡２０を混合する前のアクリル系モノマー混合物の粘度は、例えば、アクリル
ゴム、増粘性添加剤などの各種ポリマー成分等を配合する方法、ベースポリマーを形成す
るためのモノマー成分［例えば、アクリル系ポリマーを形成させるための（メタ）アクリ
ル酸エステルなどのモノマー成分など］を一部重合させる方法などにより、調整すること
ができる。
【００７１】
　具体的には、例えば、ベースポリマーを形成するためのモノマー成分［例えば、アクリ
ル系ポリマーを形成させるための（メタ）アクリル酸エステルなどのモノマー成分など］
と、重合開始剤（例えば、光重合開始剤など）とを混合してモノマー混合物を調製し、モ
ノマー混合物に対して重合開始剤の種類に応じた重合反応を行って、一部のモノマー成分
のみが重合した組成物（シロップ、プレポリマーともいう）を調製する。その後、シロッ
プに、フッ素系界面活性剤や中空無機微粒子１８と、必要に応じて各種添加剤とを配合し
て、気泡２０を安定的に含有することが可能な適度な粘度を有する粘着性組成物１６の前
駆体を調製することができる。そして、この粘着性組成物１６の前駆体に気泡を導入して
混合させることにより、気泡２０が均一に分散された粘着層１２が得られる。
【００７２】
　気泡２０を混合する方法としては、特に限定されるものではないが、公知の気泡混合方
法を利用することができる。例えば、装置の例としては、ミクロブレンダー（イズミフー



(13) JP 2011-190289 A 2011.9.29

10

20

30

40

50

ドマシナリ社製）などが挙げられる。この装置におけるステータ上の歯と、ローター上の
歯との間に気泡２０を含有する粘着性組成物１６を導入し、ローターを高速回転させなが
ら、気泡２０を形成させるためのガス成分（気泡形成ガス）を、貫通孔を通して粘着性組
成物１６の前駆体中に導入する。これにより、気泡２０が細かく分散され混合された粘着
性組成物１６が得られる。
【００７３】
　なお、気泡２０の凝集を抑制又は防止するためには、気泡２０の混合から気泡２０を含
有する粘着層１２の形成までの工程を、一連の工程として連続的に行うことが好ましい。
すなわち、粘着層１２は、前述のようにして気泡２０を混合させて気泡２０を含有する粘
着性組成物１６を調製した後、続いて、その気泡２０を含有する粘着性組成物１６を用い
て、公知の形成方法を利用して得られる。具体的には、例えば、気泡２０が混合されてい
る粘着性組成物１６を所定の面上に塗布し、必要に応じて乾燥や硬化等を行うことにより
、気泡２０を含有する粘着層１２が形成される。なお、気泡２０を含有する粘着層１２の
形成に際しては、前述のように、熱線や活性エネルギー線の照射により硬化させる方法が
好ましい。
【００７４】
　前述の気泡２０を含有する粘着性組成物１６は、気泡２０の凝集が起こり難く、十分な
量の気泡２０を安定的に含有しているので、粘着性組成物１６を構成するベースポリマー
や添加剤などを適宜選択することにより、粘着テープ１０における粘着層１２を形成する
ための材料として好適に利用することができる。また、前述の気泡２０を含有する粘着性
組成物１６は、粘着性組成物１６を構成するベースポリマーや添加剤などを適宜選択する
ことにより、基材１４（特に、粘着テープ１０に用いられる気泡２０を含有する基材）を
形成するための材料としても好適に利用することができる。
【００７５】
　中空無機微粒子１８を粘着性組成物１６に用いると、気泡２０の凝集を抑制することが
できるため、同じく気泡２０の凝集を抑制する目的でも加えられる界面活性剤の使用量を
少なくすることもできる。
【００７６】
　（他の添加剤）
　本実施の形態に係る粘着層１２には、ベースポリマー、重合開始剤、中空無機微粒子１
８、気泡２０、および界面活性剤等の他に、粘着層１２の用途に応じて、適宜な添加剤が
含まれていてもよい。例えば、粘着層１２が粘着テープ１０に用いられる場合、粘着テー
プ１０の種類に応じて、架橋剤（例えば、ポリイソシアネート系架橋剤、シリコーン系架
橋剤、エポキシ系架橋剤、アルキルエーテル化メラミン系架橋剤など）、粘着付与剤（例
えば、ロジン誘導体樹脂、ポリテルペン樹脂、石油樹脂、油溶性フェノール樹脂、などか
ら構成される常温で固体、半固体又は液状のもの）、可塑剤、前述の中空無機微粒子１８
以外の充填剤、老化防止剤、酸化防止剤、着色剤（顔料や染料など）などの適宜な添加剤
が粘着層１２に含まれていてもよい。
【００７７】
　例えば、光重合開始剤を用いて粘着層１２を形成する場合、粘着層１２を着色させるた
めに、光重合を阻害しない程度の顔料（着色顔料）を使用することができる。粘着層１２
の着色として、黒色が望まれる場合には、例えば、カーボンブラックを用いることができ
る。カーボンブラックの使用量としては、着色度合いや、光重合反応を阻害しない観点か
ら、例えば、粘着性組成物１６中のベースポリマーを形成するための全モノマー[特に（
メタ）アクリル酸エステルを単量体主成分とするアクリル系ポリマーを形成するための全
モノマー成分]１００重量部に対して０．１５重量部以下（例えば、０．００１～０．１
５重量部）、好ましくは０．０１～０．１重量部の範囲から選択することが望ましい。
【００７８】
　なお、上述の粘着層１２は、単層、積層のいずれの形態を有していてもよい。粘着層１
２の厚さは、特に限定されるものではないが、例えば、２００～５０００μｍであり、好
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ましくは３００～４０００μｍである。また、粘着層１２の厚さは、さらに好ましくは４
００～２０００μｍである。粘着層１２の厚さが２００μｍよりも小さいと、クッション
性が低下して、曲面や凹凸面に対する接着性が低下する傾向がある。一方、粘着層１２の
厚さが５０００μｍよりも大きいと、均一な厚さの層が得られにくくなる傾向がある。
【００７９】
　（気泡非含有粘着層）
　気泡を含有する粘着層１２（気泡含有粘着層）および／または気泡を含有する基材１４
を有する粘着テープ１０において、気泡を含有しない粘着層（気泡非含有粘着層）をさら
に有する場合（例えば、気泡含有粘着層を有する粘着テープ１０が基材１４を備える両面
粘着テープであり、基材１４の一方の面に気泡含有粘着層が形成され、かつ基材１４の他
方の面に気泡非含有粘着層が形成されている場合）、気泡非含有粘着層は、公知の粘着剤
（例えば、アクリル系粘着剤、ゴム系粘着剤、ビニルアルキルエーテル系粘着剤、シリコ
ーン系粘着剤、ポリエステル系粘着剤、ポリアミド系粘着剤、ウレタン系粘着剤、フッ素
系粘着剤、エポキシ系粘着剤など）を用いて、公知の粘着層１２の形成方法を利用して形
成することができる。また、気泡非含有粘着層の厚さは、特に限定されず、目的や使用方
法などに応じて適宜選択することができる。
【００８０】
　［基材］
　本実施の形態に係る粘着テープ１０に用いられる基材１４は、特に限定されるものでは
ないが、例えば、紙などの紙系基材；布、不織布、ネットなどの繊維系基材（その原料と
しては、特に限定されるものではないが、例えば、マニラ麻、レーヨン、ポリエステル、
パルプ繊維などを適宜選択することができる）；金属箔、金属板などの金属系基材；プラ
スチックのフィルムやシートなどのプラスチック系基材；ゴムシートなどのゴム系基材；
発泡シートなどの発泡体や、これらの積層体（特に、プラスチック系基材と他の基材との
積層体や、プラスチックフィルム（又はシート）同士の積層体など）等の適宜な薄葉体を
用いることができる。
【００８１】
　プラスチックのフィルムやシートにおける素材としては、例えば、ポリエチレン（ＰＥ
）、ポリプロピレン（ＰＰ）、エチレン－プロピレン共重合体、エチレン－酢酸ビニル共
重合体（ＥＶＡ）等のα－オレフィンをモノマー成分とするオレフィン系樹脂；ポリエチ
レンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）、ポリブチレンテ
レフタレート（ＰＢＴ）等のポリエステル系樹脂；ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）；酢酸ビニ
ル系樹脂；ポリフェニレンスルフィド（ＰＰＳ）；ポリアミド（ナイロン）、全芳香族ポ
リアミド（アラミド）等のアミド系樹脂；ポリイミド系樹脂；ポリエーテルエーテルケト
ン（ＰＥＥＫ）などが挙げられる。これらの素材は単独で又は２種以上組み合わせて使用
することができる。
【００８２】
　なお、基材１４として、プラスチック系基材が用いられている場合は、延伸処理等によ
り伸び率などの変形性を制御していてもよい。また、基材１４としては、粘着層１２が活
性エネルギー線による硬化により形成される場合は、活性エネルギー線の透過を阻害しな
いものを使用することが好ましい。
【００８３】
　基材１４の表面は、粘着層１２との密着性を高めるため、慣用の表面処理、例えば、コ
ロナ処理、クロム酸処理、オゾン暴露、火炎暴露、高圧電撃暴露、イオン化放射線処理等
の化学的又は物理的方法による酸化処理等が施されていてもよく、下塗り剤やはく離剤等
によるコーティング処理等が施されていてもよい。
【００８４】
　基材１４の厚さは、強度や柔軟性、使用目的などに応じて適宜に選択すればよく、例え
ば、一般的には１０００μｍ以下（例えば、１～１０００μｍ）、好ましくは１～５００
μｍ、さらに好ましくは３～３００μｍ程度であるが、これらに限定されるものではない
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。なお、基材１４は単層、積層いずれの形態を有していてもよい。
【００８５】
　なお、基材１４に感圧性粘着剤を含ませる場合には、公知の感圧性粘着剤（例えば、ア
クリル系感圧性粘着剤、ゴム系感圧性粘着剤、ビニルアルキルエーテル系感圧性粘着剤、
シリコーン系感圧性粘着剤、ポリエステル系感圧性粘着剤、ポリアミド系感圧性粘着剤、
ウレタン系感圧性粘着剤、フッ素系感圧性粘着剤、エポキシ系感圧性粘着剤など）を用い
て、公知の形成方法を利用して基材１４を形成することができる。また、感圧性粘着剤の
厚さは、特に限定されるものではなく、目的や使用方法などに応じて適宜選択することが
できる。
【００８６】
　［セパレータ］
　本実施の形態では、粘着層１２や粘着テープ１０の接着面（粘着面）を保護するために
、セパレータ（はく離ライナー）が用いられていてもよい。なお、セパレータは必ずしも
設けられていなくてもよい。セパレータは、セパレータにより保護されている接着面を利
用する際に（すなわち、セパレータにより保護されている粘着層１２に被着体を貼着する
際に）剥がされる。
【００８７】
　このようなセパレータとしては、慣用のはく離紙などを使用できる。具体的には、セパ
レータとしては、例えば、はく離処理剤によるはく離処理層を少なくとも一方の表面に有
する基材の他、フッ素系ポリマー（例えば、ポリテトラフルオロエチレン、ポリクロロト
リフルオロエチレン、ポリフッ化ビニル、ポリフッ化ビニリデン、テトラフルオロエチレ
ン・ヘキサフルオロプロピレン共重合体、クロロフルオロエチレン・フッ化ビニリデン共
重合体等）を主成分とする低接着性基材や、無極性ポリマー（例えば、ポリエチレン、ポ
リプロピレン等のオレフィン系樹脂など）を主成分とする低接着性基材などを用いること
ができる。なお、セパレータは、粘着層１２を支持するための基材１４として用いること
も可能である。
【００８８】
　セパレータとしては、例えば、はく離ライナー用基材の少なくとも一方の面にはく離処
理層が形成されているセパレータを好適に用いることができる。このようなはく離ライナ
ー用基材としては、ポリエステルフィルム（ポリエチレンテレフタレートフィルム等）、
オレフィン系樹脂フィルム（ポリエチレンフィルム、ポリプロピレンフィルム等）、ポリ
塩化ビニルフィルム、ポリイミドフィルム、ポリアミドフィルム（ナイロンフィルム）、
レーヨンフィルムなどのプラスチック系基材フィルム（合成樹脂フィルム）や、紙類（上
質紙、和紙、クラフト紙、グラシン紙、合成紙、トップコート紙など）の他、これらを、
ラミネートや共押し出しなどにより、複層化したもの（２～３層の複合体）等が挙げられ
る。
【００８９】
　一方、はく離処理層を構成するはく離処理剤としては、特に限定されるものではなく、
例えば、シリコーン系はく離処理剤、フッ素系はく離処理剤、長鎖アルキル系はく離処理
剤などを用いることができる。はく離処理剤は単独で又は２種以上組み合わせて使用する
ことができる。なお、セパレータの厚さや、形成方法などは特に限定されない。
【００９０】
　［アクリル系粘着テープ］
　本実施の形態に係る粘着テープ１０の粘着性組成物１６や基材１４にアクリル系ポリマ
ーが含有されている場合、低温（例えば、－２０～５℃程度の温度）での初期接着性に優
れる。また、粘着層１２や基材１４に気泡２０が含有されている場合、応力緩和性が向上
することにより、高い耐反発性が発揮される。また、曲面や凹凸面および被着体の屈曲に
対して追従しやすくなるため、接着に十分な面積を確保することができる。また、応力分
散性に優れるため、高いせん断力が得られる。特に、本実施の形態に係る粘着テープ１０
は、中空無機微粒子１８を適度に含んだ粘着層１２を有しているので、優れた常温接着力
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やせん断接着力を有する。
【００９１】
　また、アクリル系の粘着テープ１０は、塗膜（例えば、耐酸性雨塗膜、自動車用塗膜な
ど）、塗料板、樹脂板、鋼板等の金属板、塗装板（例えば、前述の樹脂板、鋼板等の金属
板などの表面に前述の耐酸性雨塗膜、自動車用塗膜などの塗膜を設けたもの）などの接着
が困難な被着体に対する初期接着性優れている。特に、自動車のボディーなどの自動車塗
装板に対する初期接着性に優れている。
【００９２】
　被着体である塗膜としては、特に限定されるものではないが、例えば、ポリエステル・
メラミン系、アルキド・メラミン系、アクリル・メラミン系、アクリル・ウレタン系、ア
クリル・多酸硬化剤系などの各種塗膜が挙げられる。
【００９３】
　また、本実施の形態に係るアクリル系の粘着テープ１０が用いられる、接着の困難な被
着体の形状については、特に限定されるものではない。例えば、接着の困難な被着体は、
平面状、三次元の曲面状などの形状を有する被着体であってもよいし、又は、平面状、三
次元の曲面状などの形状を有する成形品に塗装処理を施したものであってもよい。
【００９４】
　このようなアクリル系の粘着テープ１０は、例えば、自動車塗装板に貼り付けて、塗膜
を保護したり、装飾を付与したりする方法で用いられる。また、アクリル系の粘着テープ
１０を介して、自動車塗装板に物品を接合・固定するために用いることも可能である。前
述の物品としては、例えば、自動車の外装部品（特にウェザーストリップなどの柔軟なゴ
ム製中空部材など）、ボディーの保護用部品や装飾部品が挙げられる。
【００９５】
　［製造方法の概略］
　本実施の形態に係る粘着性組成物１６は、所定の面状に塗布され、紫外線を照射して光
重合させることにより硬化され、粘着層１２を形成する。粘着層１２は、それ自体が感圧
接着性を有し、粘着化された感圧性粘着剤層となる。粘着性組成物１６は被着体上に直接
塗布されてもよく、又はいったんはく離紙上に塗布され硬化されてもよい。はく離紙上に
形成された粘着層１２を被着体に転写することもできる。なお、光重合の際の紫外線照射
量は２００～３０００ｍＪ／ｃｍ２程度である。このとき、粘着層１２の厚さは、中空無
機微粒子１８の粒径以上であれば任意であるが、４００～２０００μｍ程度が好ましい。
【００９６】
　粘着性組成物１６を基材１４などに塗布する際は、作業を円滑に行うために増粘するこ
とが好ましい。増粘は、例えば、アクリルゴム、増粘性添加剤などの各種ポリマー成分を
配合する方法、ベースポリマーを形成するためのモノマー成分[例えば、アクリル系ポリ
マーを形成させるための（メタ）アクリル酸エステルなどのモノマー成分など]を一部重
合させる方法などにより、調整することができる。
【００９７】
　［ピンホール］
　ピンホールとは、粘着層１２中に所定の大きさ以上の気泡２０が存在する結果、基材１
４と積層されていない状態の粘着層１２に一方の面から光を当てた場合に、他方の面にお
ける光の透過量が所定の閾値を超える構造をいうものとする。所定の閾値に関しては後述
する。なお、粘着テープ１０の粘着層１２で気泡２０が貫通孔を形成した構造も、ピンホ
ールに含まれるものとする。ピンホールは、気泡２０の直径が大きいほど光を透過しやす
く、その光の透過性に基づいて、小ピンホール、中ピンホール、および大ピンホールの３
つに分類される。
【００９８】
　ピンホールの測定においては、まずＵＶ重合後の粘着層１２の一方の面からハロゲンラ
ンプ（ＪＣＲ１５Ｖ１５０Ｗ５Ｈ／５）を用いて光を当て、他方の面において光の透過を
撮影する。次に、撮影された画像上で、光の透過が観察された領域をピンホールとし、そ
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の領域の画素データに基づき、ＶＩＳＩＯＮ　ＰＯＩＮＴ　ＶＰ－Ｌ１０００（芳賀電機
株式会社製）を用いてピンホールの面積を算出する。次に、光の透過面積を真円に換算し
た場合の、真円の直径を算出し、この直径をピンホール（略球状であると仮定する）の直
径とする。つまり、複数の気泡が凝集したいびつな形状の気泡により形成されたピンホー
ルであっても、真円であると仮定して評価を行う。
【００９９】
　粘着層１２の厚さが０．４～２．０ｍｍの場合、直径が０．２５ｍｍ以上の領域をピン
ホール領域とする。この場合、小ピンホールは、ピンホールの直径が０．２５ｍｍ以上で
０．８ｍｍ未満のピンホールとして規定される。また、中ピンホールは、ピンホールの直
径が０．８ｍｍ以上で１．５ｍｍ未満のピンホールとして規定される。また、大ピンホー
ルは、ピンホールの直径が１．５ｍｍ以上のピンホールとして規定される。
【０１００】
　この場合、直径が１．５ｍｍ以上の大ピンホールの個数は、長手方向を長辺とする１０
０ｃｍ×１ｃｍの領域あたり０．００４個以下であるが、好ましくは０．００２個以下で
あり、より好ましくは０．００１個以下である。なお、ここでいう個数は、ピンホールの
長手方向の密度を規定したものであるため、粘着テープ１０の形状が、たとえばこれより
短かったり細かったりした場合には、それに応じて個数も変わる。この点は、以下の中ピ
ンホール、小ピンホールについても同様である。
【０１０１】
　このように、直径が１．５ｍｍ以上の大ピンホールの個数を、長手方向を長辺とする１
００ｃｍ×１ｃｍの領域あたり０．００４個以下とすることにより、大ピンホールが非常
に少ない、良好な外観特性を有する粘着テープ１０を形成することが可能となる。また、
大ピンホールの数を、０．００２個以下とすることにより、大ピンホールが極めて少ない
、良好な外観特性を有する粘着テープ１０を形成することが可能となる。また、大ピンホ
ールの数を、０．００１個以下とすることにより、大ピンホールが実質的に存在しない、
極めて良好な外観特性を有する粘着テープ１０を形成することが可能となる。
【０１０２】
　また、直径が０．８ｍｍ以上１．５ｍｍ未満の中ピンホールの個数は、長手方向を長辺
とする１００ｃｍ×１ｃｍの領域あたり０．１個以下であるが、好ましくは０．０５個以
下であり、より好ましくは０．０３個以下である。
【０１０３】
　このように、直径が０．８ｍｍ以上１．５ｍｍ未満の中ピンホールの個数を、長手方向
を長辺とする１００ｃｍ×１ｃｍの領域あたり０．１個以下とすることにより、中ピンホ
ールが非常に少ない、良好な外観特性を有する粘着テープ１０を形成することが可能とな
る。また、中ピンホールの数を、０．０５個以下とすることにより、中ピンホールが極め
て少ない、良好な外観特性を有する粘着テープ１０を形成することが可能となる。また、
中ピンホールの数を、０．０３個以下とすることにより、中ピンホールが実質的に存在し
ない、極めて良好な外観特性を有する粘着テープ１０を形成することが可能となる。
【０１０４】
　また、直径が０．２５ｍｍ以上０．８ｍｍ未満の小ピンホールの個数は、長手方向を長
辺とする１００ｃｍ×１ｃｍの領域あたり１個以下であるが、好ましくは０．３個以下で
あり、より好ましくは０．１個以下である。
【０１０５】
　このように、直径が０．２５ｍｍ以上０．８ｍｍ未満の小ピンホールの個数を、長手方
向を長辺とする１００ｃｍ×１ｃｍの領域あたり１個以下とすることにより、粘着テープ
１０の粘着性や遮光性、および外観特性を大幅に向上させることが可能となる。また、小
ピンホールの数を、０．３個以下とすることにより、粘着テープ１０の粘着性や遮光性、
および外観特性を飛躍的に向上させることが可能となる。また、小ピンホールの数を、０
．１個以下とすることにより、粘着性や遮光性、および外観特性が極めて優れた粘着テー
プ１０を形成することが可能となる。
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【０１０６】
　なお、粘着層１２の厚さが０．４ｍｍ未満の粘着テープ１０では、大ピンホール、中ピ
ンホール、および小ピンホールの大きさの閾値はより小さくてもよく、粘着層１２の厚さ
が２．０ｍｍより大きい粘着テープ１０では、小ピンホール、中ピンホール、および大ピ
ンホールの大きさの閾値は、より大きくてもよい。たとえば、粘着層１２の厚さが０．２
ｍｍ以上０．４ｍｍ未満の粘着テープ１０では、直径が０．１ｍｍ以上で０．５ｍｍ未満
のピンホールを小ピンホール、直径が０．５ｍｍ以上で１．０ｍｍ未満のピンホールを中
ピンホール、直径が１．０ｍｍ以上のピンホールを大ピンホールとして規定してもよい。
また、たとえば、粘着層１２の厚さが２．０ｍｍより大きく４．０ｍｍ以下の粘着テープ
１０では、直径が０．５ｍｍ以上で１．０ｍｍ未満のピンホールを小ピンホール、直径が
１．０ｍｍ以上で２．０ｍｍ未満のピンホールを中ピンホール、直径が２．０ｍｍ以上の
ピンホールを大ピンホールとして規定してもよい。
【０１０７】
　また、粘着テープ１０によれば、気泡２０の凝集が抑制できるため、従来よりも多くの
気泡２０を粘着性組成物１６中に含有させることが可能になる。これにより、粘着テープ
１０の軽量化およびコストダウンを図ることもできる。
【実施例】
【０１０８】
　以下、実施例に基づいて本発明をより詳細に説明するが、本発明はこれらの実施例によ
り何ら限定されるものではない。
【０１０９】
（実施例１）
　モノマー成分として、２－エチルヘキシルアクリレート９０重量部およびアクリル酸１
０重量部が混合されたモノマー混合物、光重合開始剤として、商品名「イルガキュアー６
５１」（チバ・スペシャリティー・ケミカル社製）０．０５重量部、商品名「イルガキュ
アー１８４」（チバ・スペシャリティー・ケミカル社製）０．０５重量部を配合した後、
粘度（ＢＨ粘度計Ｎｏ．５ローターにより、１０ｒｐｍ、測定温度３０℃の条件下で測定
）が約１５Ｐａ・ｓになるまで紫外線を照射して、一部が重合した組成物（プレポリマー
）を作製した。このプレポリマー１００重量部に対し、１，６－ヘキサンジオールジアク
リレートを０．０８重量部添加した。さらに、中空ガラスバルーンとして、商品名「Ｓｐ
ｈｅｒｉｃｅｌ　２５Ｐ４５」（ポッターズ・バロティーニ株式会社製）を、プレポリマ
ーに対して９．０重量部添加した。さらに、界面活性剤として、商品名「サーフロンＳ－
３９３」（セイケミカル株式会社製；側鎖にポリオキシエチレン基およびフッ素化炭化水
素基を有するアクリル系共重合体、ＭＷ＝８３００）１重量部を添加して、粘着剤前駆体
を作製した。なお、粘着剤前駆体における中空ガラスバルーンの体積は、粘着剤前駆体の
全体積に対して約１．５容積％となっている。ミクロブレンダー(イズミフードマシナリ
社製)を用いて、粘着剤前駆体中に窒素を導入し、気泡を混合した。気泡の混合量は吐出
してきた液全体積に対して、約２０容積％となるように導入し、気泡を含有する粘着性組
成物を得た。
【０１１０】
　得られた粘着性組成物をウェットラミロールコーターへ導き、片面に剥離処理が施され
ているポリエチレンテレフタレート製基材の剥離処理面の間に、粘着性組成物を、乾燥お
よび硬化後の粘着層１２の厚さが０．８ｍｍとなるように塗布した。つまりポリエチレン
テレフタレート製基材の間に粘着性組成物を挟み込んだ。ついで照度約５ｍＷ／ｃｍ２の
紫外線を両面から３分間照射し、粘着性組成物を硬化させて、粘着性組成物による粘着剤
を有する粘着シートを作製した。
【０１１１】
　得られた粘着シートの大きさを計測したところ、幅が１２００ｍｍ、長さが５００ｍで
あった。計測直後に粘着シートをロール状に巻き、これを所定の大きさに切断して粘着テ
ープを得た。
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【０１１２】
（比較例１）
　中空ガラスバルーンとして、商品名「Ｑ－ＣＥＬ　５０２０」（ポッターズ・バロティ
ーニ株式会社製）を、プレポリマーに対して５．５重量部添加した以外は、実施例１と同
様の方法で粘着テープを作製した。得られた粘着シートの大きさは、実施例１と同一であ
った。
【０１１３】
　実施例１、比較例１で得た粘着テープについて、以下の測定を行った。測定結果を表１
および表２に示す。
【０１１４】
（ピンホール数の測定）
　まず、実施例１および比較例１の粘着テープとも、長さ方向にテープを３等分した領域
（上流領域・中流領域・下流領域）を定義した。つまり、巾が１２００ｍｍで長さが５０
０ｍのロールを、巾が１２００ｍｍで長さが５００／３ｍの３つの領域に分け、それぞれ
ウェットラミロールコーターから出てきた順に、上流領域、中流領域、および下流領域と
定義した。これら上流領域、中流領域、および下流領域に関し、上述のピンホール数の測
定方法により、大ピンホール、中ピンホール、および小ピンホールの数をそれぞれ測定し
た。
【０１１５】
　上述のように、実施例１および比較例１の粘着テープの粘着層１２の厚さは、０．８ｍ
ｍである。この場合、小ピンホールは直径が０．２５ｍｍ以上で０．８ｍｍ未満のピンホ
ール、中ピンホールは直径が０．８ｍｍ以上で１．５ｍｍ未満のピンホール、大ピンホー
ルは直径が１．５ｍｍ以上のピンホールとしてそれぞれ規定される。
【０１１６】
　表１は、上述のピンホールの数を、長さ１００ｃｍ×幅１ｃｍの粘着テープあたりのピ
ンホールの個数として定量化した結果を示す。測定に使用した粘着テープは、全長が５０
０ｍ以上であった。このテープを塗工初期（上流領域）、塗工中期（中流領域）、および
塗工後期（下流領域）の３期に等分した。各期から、長さ１００ｃｍ×幅１２０ｃｍの領
域を５か所ランダムに選び、ピンホール数を計測して平均値を算出した。そのピンホール
数に基づいて、長さ１００ｃｍ×幅１ｃｍの粘着テープあたりのピンホールの個数を換算
した。各列は、左から順に、実施例１のＳｐｈｅｒｉｃｅｌ　２５Ｐ４５および比較例１
のＱ－ＣＥＬ　５０２０を示す。また、各行は、上から順に、上流領域、中流領域、下流
領域、およびこれら３つの領域全体における大ピンホール（直径１．５ｍｍ以上）、中ピ
ンホール（直径０．８ｍｍ以上１．５ｍｍ未満）、および小ピンホール（直径０．２５ｍ
ｍ以上０．８ｍｍ未満）の個数を示す。
【０１１７】
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【表１】

【０１１８】
　表１に示すように、実施例１のＳｐｈｅｒｉｃｅｌ　２５Ｐ４５では、長さ１００ｃｍ
×幅１ｃｍの粘着テープあたりのピンホールの個数は、大ピンホール、中ピンホールとも
０個であり、小ピンホールが０．０１０個であった。また、実施例１の粘着テープでは、
上流領域、中流領域、および下流領域のピンホール数の比較から分かるように、塗工長さ
方向おいてピンホールの分布が均一であった。また、実施例１の粘着テープでは、塗工幅
方向においても分布が均一であった。
【０１１９】
　一方、表１に示すように、比較例１のＱ－ＣＥＬ　５０２０では、長さ１００ｃｍ×幅
１ｃｍの粘着テープあたりのピンホールの個数は、大ピンホールが０．０１８個であり、
中ピンホールが０．８０８個であり、小ピンホールが７．６３２個であった。また、比較
例１の粘着テープでは、塗工長さ方向においてピンホールの分布が比較的不均一であった
。塗工長さ方向においては、下流側（先に製造された側）の方が上流側（後に製造された
側）よりも多くのピンホールが検出された。
【０１２０】
　このように、実施例１では、比較例１に比べて、大ピンホール、中ピンホール、小ピン
ホールのそれぞれ、およびピンホール数の合計が、少なくとも１／１００未満と、非常に
低い値を示した。また、Ｓｐｈｅｒｉｃｅｌ　２５Ｐ４５を中空ガラスバルーンとして用
いた実施例１の粘着テープでは、比較例１の粘着テープと比較して、ピンホールの塗工長
さ方向の分布が均一であった。
【０１２１】
（中空ガラスバルーン中の金属元素の定量）
　中空ガラスバルーン中の金属元素の濃度に関して、誘導結合プラズマ質量分析（ＩＣＰ
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【０１２２】
　表２は、中空ガラスバルーン中の金属元素の定量結果を示す。各列は左から順に、実施
例１のＳｐｈｅｒｉｃｅｌ　２５Ｐ４５、および比較例１のＱ－ＣＥＬ　５０２０の測定
結果を示す。また、各行は試料中に検出された金属元素の量（単位：μｇ／ｇ＝ｐｐｍ）
を示す。最も下の行には、Ｎａ／Ｓｉ比を示す。
【０１２３】
【表２】

【０１２４】
　表２に示すように、中空ガラスバルーン中のＳｉ元素の濃度は、実施例１のＳｐｈｅｒ
ｉｃｅｌ　２５Ｐ４５と比較例１のＱ－ＣＥＬ　５０２０で、約１．０７倍の違いしかな
かった。一方、中空ガラスバルーン中のＮａ元素の濃度は、実施例１のＳｐｈｅｒｉｃｅ
ｌ　２５Ｐ４５よりも比較例１のＱ－ＣＥＬ　５０２０の方が４．８倍高かった。
【０１２５】
　その結果、表２に示すように、硼珪酸ガラスを主原料とする実施例１のＳｐｈｅｒｉｃ
ｅｌ　２５Ｐ４５では、Ｎａ／Ｓｉ比が０．１５６と非常に低い値を示した。一方、硼珪
酸ナトリウムガラスを主原料とする比較例１のＱ－ＣＥＬ　５０２０では、中空ガラスバ
ルーン中に含まれるナトリウムと珪素の質量比（Ｎａ／Ｓｉ比）が、０．８００と高い値
を示した。
【０１２６】
　また、表２に示すように、Ｃａの含有濃度は、実施例１のＳｐｈｅｒｉｃｅｌ　２５Ｐ
４５では３４０００ｐｐｍと、高い値を示した。一方、比較例１のＱ－ＣＥＬ　５０２０
では４３ｐｐｍと、これらの約１／１０００程度低い値を示した。
【０１２７】
　また、表２に示すように、Ｚｎの含有濃度は、実施例１のＳｐｈｅｒｉｃｅｌ　２５Ｐ
４５では、８９００ｐｐｍと高い値を示した。一方、比較例１のＱ－ＣＥＬ　５０２０で
は、Ｚｎが検出されなかった。
【符号の説明】
【０１２８】
　１０　粘着テープ、　１２　粘着層、　１４　基材、　１６　粘着性組成物、　１８　
中空無機微粒子、　２０　気泡
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